
 

ＭＢＡ符号は、国際規制物資

の使用許可を得た際に、国か

ら通知のあったＭＢＡ符号を

記入します。 

変更の内容は、計量管理規定の箇所に応じ記載します。 

 例：計量管理責任者の「○○」を「△△」に変更する。 

変更の理由は、変更の内容に応じ記載します。 

 例：組織改編にともなう計量管理責任者の所属の変更 



「５．変更の内容」「６．変更の理由」の記載例 

 

 

５．変更の内容 

 ①表紙の「○○株式会社」を「△△株式会社」に変更する。 

 ②表紙、第１条の「○○事業所」を「△△事業所」に変更する。 

 ③第２条各項、第３条第１項、第７条第１項、第８条の「○○」を「△△」に

変更する。 

 ④第２条第３項の「○○部長」を「△△課長」に変更する。 

 ⑤第３条の記載を変更する。 

 ⑥第３条の MBA 設定区域を「○○室」から「△△室」に変更する。 

  

６．変更の理由 

 ①法人名称の変更（令和○○年○月○○日） 

 ②事業所名称の変更（令和○○年○月○○日） 

 ③事業所名称の変更（令和○○年○月○○日） 

 ④計量管理責任者の変更（令和○○年○月○○日） 

 ⑤記載の適正化 

 ⑥使用の場所の変更（令和○○年○月○○日） 

 

※１ ④に関して、計量管理責任者の設定について 

 ・計量管理責任者となる者の氏名ではなく、一人に特定できる役職名を記入し

て下さい。役職名で一人に特定することが難しい場合は別途ご相談下さい。 

 

※２ 「５．変更の内容」「６．変更の理由」ともに「別紙新旧対照表のとおり」

と記載し、新旧対照表形式で変更箇所と変更の理由を示した別紙を用意し、変更

認可申請書と共に提出する方法も問題ありません。 

①、②･･･の番号は、対応が取れるよう

にご記載下さい。 
①、②･･･の番号は、対応が取れるよう

にご記載下さい。 


